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ウスメバル 
Sebastes thompsoni  
地方名 

てんから（小泊）、つき、

てり（岩崎） 日本海海域 

①寿命：１０歳以上 

②成熟：３歳（尾叉長１８ｃｍ）以上 
③産卵期、産卵場：卵胎生。１２月ごろ交尾し翌

年４月から５月にかけて産仔。 
⑤分布：日本海では石狩湾から対馬海峡まで、太 

 平洋では函館から銚子まで分布。 

⑥生態：体長６～７ｍｍで産出。体長約１６ｍｍ 

 まで表層で浮遊生活。体長４０～６０ｍｍまで 

 を流れ藻に付随して生活。その後ごく沿岸で底 

 生生活を送るようになり、成長と共に沖合に移 

 動。３歳魚以上になると８０～１５０ｍの岩礁 

 域に生息。  

 青森県日本海側では６月から８月に刺網で漁獲。一本釣では周年漁獲されるが、盛漁期は５月～８

月。主に水深８０～１５０ｍで漁獲される。日本海以外の海域では、釣りによる漁獲がほとんどであ

るが、本県太平洋北部では５月～６月に底建網により漁獲される。  

 青森県日本海での漁獲量は

昭和５０年代前半には６００

～１ ,０００トンの漁獲が
あったが、昭和５５年以降減

少し、昭和６３年には最低の

１７２トンにまで落ち込ん

だ。その後、平成９年には４

９８トンまで回復したが、再

び減少傾向にあり、平成１９

年は２５６トンであった。  

○資源管理計画（小泊漁協、下前漁協 平成５年３月） 

○青森県ウスメバル資源回復計画（大間越漁協～岩屋漁協 平成１９年３月、２９ページ参照） 

・小型魚の荷受け制限、休漁日の設定（日本海のみ）を定めた。 

☆上記のように小型魚漁獲を自粛する取り組みを継続することが必要。 
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図 青森県日本海海域におけるウスメバルの成長 

図 青森県日本海海域におけるウスメバルの漁獲量及び漁獲金額の推移 




